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第 229回「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

『無償の愛』 〜 『心の鏡』 〜 

 

2024年 1月 14日は、2008年から始め、今年で 16年目を迎える『東久留米がん哲学外来』(イ

ンターナショナル・スクールのクリスチャン・アカデミー・イン・ジャパン:Christian 

Academy in Japan: CAJに於いて)に赴く(画像)。 初参加の方で個人面談の予約もあるとの

連絡を 担当者の小林真弓氏から受けた。  

 

CAJ の小学校の校長を務める Wife は、毎回参加者の皆様に お菓子を作って持参している。 

CAJのキャンパスを提供して頂いている KBF(Kurume Bible Fellowship)のスタッフの方には、

ただただ感謝である。 

 

CAJは、1950年に設立され、幼稚園から高校まであり、授業は すべて英語で行われている。 

多くは、アメリカ国籍であるが、日本、韓国、他 20カ国以上の学生が在籍している。 

卒業後は海外の大学に入学するものが多いが、日本国内の大学への入学資格も認められてい

る。 筆者の娘は、CAJ卒業後 アメリカの大学、息子は、1908年創立されたカナダのバンク

ーバーにあるブリティッシュコロンビア大学(The University of British Columbia：UBC)

大学に入学した。 

新渡戸記念庭園(Nitobe Memorial Garden)は、UBC のキャンパス内にある植物園で、1933

年ビクトリアでか客死した新渡戸稲造(1862-1933)を記念したものである。 筆者も数回訪れ

たものである(画像)。懐かしい思い出である。 

 

『東久留米がん哲学外来』の後は、東久留米駅前にあるEast Side カフェで定例の『読書会』

である。 2007年から新渡戸稲造『武士道』(岩波文庫、矢内原忠雄訳)と内村鑑三『代表的

日本人』( 岩波文庫、鈴木範久訳)を交互に読み進めている(画像)。 今回は、【代表的日本

人（内村鑑三著）『中江藤樹(1608-1648) ― 村の先生 4章「近江の聖人」』】である(画像)。 

 

『定職もなく 貧乏のどん底であった時』の内村鑑三(1861-1930)にとっては、『中江藤樹の

無償の愛 & 生活』が『心の鏡』であったことであろう！ 
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